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研究紹介 長崎大学高度感染症研究センターの研究や研究者を紹介するコーナーです。

今回は感染症糖鎖機能研究分野の小林純子准教授です。
こばやしじゅんこ

　みなさん、こんにちは。高度感染症研究センター感染症糖鎖機能研究分野の小
林純子です。私は2022年9月末に家族で北海道札幌市より長崎に引っ越してき
ました。当初は山がせまってくるような長崎の街並みに驚く毎日でしたが、最近は
坂や階段がある風景が日常と感じるようになりました。
　感染症糖鎖機能研究分野では、その名のとおり“糖鎖”に着目した感染症研究を
展開しています。みなさんは“糖”と聞いて、何を思い浮かべるでしょうか？私たちの

体を動かすエネルギーであるATP（アデノシン三リン酸）の材料となるグルコース（ぶどう糖）も代表的な
糖です。ショ糖（お砂糖）はグルコースとフルクトースという二種類の糖が結合してできた二糖類で、じゃ
がいもやお米に含まれるデンプンはグルコースが長くつらなった多糖類です（図1）。自然界にはこれら
の糖以外にも、多くの糖が存在しています。
　私たちの体をつくる有機成分のうち最も多いものは生命活動の制御に中心的な役割を担うたんぱく
質です。2番目に多いものは脂質で、皮下
脂肪や内臓脂肪のように中性脂肪として
エネルギーの貯蔵に関わるとともに、細胞
を包む細胞膜も脂質でできています。3番
目に多いものが糖（炭水化物）ですが、グ
ルコースやショ糖のように単糖や二糖とし
て存在することはまれで、特定の法則を
もって連なった糖のくさり“糖鎖”として存
在します（図1）。細胞で作られるたんぱく
質の約半数が糖鎖の付いた糖たんぱく質
で、細胞膜をつくる脂質の中にも糖鎖の付
いた糖脂質があります。糖たんぱく質や糖
脂質に付いている糖鎖は、細胞の種類や
細胞がおかれた環境によって異なること
がわかっています。例えば、私たちの血液
型は赤血球膜上のたった一つの糖鎖構造
の違いにより決まっています。また、動物
の種類により特定の糖鎖があったり、な
かったりします（図2）。糖たんぱく質や糖脂

質上の糖鎖は、特定の糖鎖構造を認識するレクチンとよばれるたんぱく質と相互作用することでさまざまな
生命現象に関与しています。
　糖鎖は細胞の表面を覆い細胞を守るバリアとして働きます。一方で、ウイルスや細菌などの病原体が細
胞に侵入するために細胞表面の糖鎖を利用することがよくあります。ウイルスのいちばん表層に存在するた
んぱく質にも糖鎖が付いていることが分かっており、この糖鎖はウイルスが感染した宿主細胞がもつ糖鎖の
種類によって変化します（図3）。しかし、ウイルス粒子上の糖鎖構造の違いに着目した研究はこれまでほとん
ど実施されていません。私たちの研究分野では、出血熱や脳炎などヒトに重篤な症状を引き起こすウイルス
に注目して、ウイルス上の糖鎖
構造の違いが、病原性にどの
ように関与するのかを明らか
にしたいと考えています。特に
ヒト以外の動物で増殖したヒト
にはない糖鎖の付いたウイル
スがヒトに感染した場合に、ど
のような病態を引き起こすか
を明らかにすることによって、
糖鎖に注目した新規治療法や
ワクチンの開発につなげるこ
とができればと思い、日々研
究に励んでいます。

市民公開講座の開催
　2025年3月22日（土）、市民公開講座「「不測の事態を予測する」そして「正しく恐がる」ことの大切さ」
（講師：森内浩幸　高度感染症研究センター長・教授）を開催し、会場・オンライン合わせて約90名の参加が
ありました。講演ではまず、感染症の流行が歴史上大きな影響を与えてきたことの説明がありました。その
後に、新興感染症は動物の感染症が人へ伝播することで発生してきたこと、森林破壊などにより野生動物
と人との接触が増えていることが感染症発生のきっかけになることについて解説がありました。また、発生
した感染症は地球規模での人の移動、人口密度の増大によりパンデミックにつながり得ることなどがわか
りやすく説明されました。さらに、COVID-19によるパンデミックの発生被害、その対策に係る問題点など
について詳細な解説がなされました。最後に、高度感染症研究センターにおける研究が不測の事態に対す
る備えとして重要であることが紹介されました。会場の中高生からは、人獣共通感染症の研究における医
学と獣医学の協力、パンデミック時に避ける
べき過度な対応、などについての質問があり
ました。終了後のアンケートでは、感染症につ
いてよく分かっていない段階で過度に対応す
ることは不要なリスクを増すことが理解でき
た、などのお声を頂きました。

図2：細胞や動物の種類、細胞の状態によって糖鎖が変化する

図3：ウイルスに付いている糖鎖が病原性に大きく関わっているのでは？

図１：糖は私たちの体内では糖のくさり“糖鎖”として存在している
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